




　本事業では、駅の周辺地区に代表される都市機能が集積しており浸水実績がある地区、床上浸水被害
が発生した地区、河川と下水道等が集中的な対策を実施するため共同して計画を策定した地区、内水浸水
により一定規模の浸水が想定される地区等の浸水被害の軽減・最小化及び解消を目的として、再度災害防
止や事前防災・減災の観点等から、他事業と連携した流出抑制施策やハード対策に加えて地域住民等によ
る自助取組の促進策及び効果的に自助取組を導くためのソフト対策を組み合わせた浸水対策を実施する
ことにより、浸水に対する安全度を早急に高め、安心して都市活動ができるようにすることを目的としている。
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・管路施設、処理施設

　の耐震化（１式）

【管路施設】

　管渠の耐震化（管更生）L=6,255m

　　　　　　　(管口可とう化）58箇所

　マンホールの浮上防止 ８２箇所

【処理施設】

（耐震化）管理棟、接触タンク棟、汚泥処理

棟、

（補強）エキスパンドジョイント
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・管路施設、処理施設

　の耐震化（１式）

【管路施設】

　管渠の耐震化（管更生）L=6,255m

　　　　　　　(管口可とう化）58箇所

　マンホールの浮上防止 ８２箇所

【処理施設】

（耐震化）管理棟、接触タンク棟、汚泥処理

棟、

（補強）エキスパンドジョイント

　合流式下水道を採用している都市において、一定期間に合流式下水道の改善対策を緊急的かつ集中的
に実施する合流式下水道緊急改善事業が平成１４年度に創設された。その後、平成１５年に下水道法施行
令が改正され、合流式下水道についても、雨天時に下水を公共用水域に放流する吐口からの放流水量を
減少させること、雨水の影響が大きい時の放流水の水質を分流式下水道の雨水水質と同程度の水質にす
ること等が規定され、原則、平成２５年度（処理区域面積が大きい場合は令和５年度）までに対策を完了する
ことが義務付けられた。

Ｈ25までに完了：大牟田市、飯塚市、古賀市、新宮町
Ｒ5までに完了：福岡市、北九州市
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福岡市 西部水処理センター Ｒ２単独公共

老朽化した既存焼却施設の更新に合わせ、民間ノウハウを活
用したDBO事業で下水汚泥固形燃料化施設を建設し、令和３
年２月より供用開始。下水汚泥をエネルギーとしても利用す
ることで、脱炭素社会へ貢献する。

新世代下水道
支援事業名

自治体名 種別 実施箇所
開始
年度

完了
年度

水環境創造事業
(水循環再生型)

久留米市 単独公共 筒川 H11 H19

水環境創造事業
(水循環再生型)

久留米市 単独公共 事業計画区域 Ｒ３ ―

ﾘｻｲｸﾙ推進事業
(再生資源活用型)

新宮町 単独公共
新宮町

中央浄化センター
H19 H21

水環境創造事業
(水循環再生型)

新宮町 単独公共
新宮町

中央浄化センター
H20 H21

水環境創造事業
(水循環再生型)

飯塚市 単独公共 事業計画区域 H24 H29

浸水被害の軽減に対する市民意識の向上及び啓発を図るとと
もに、市民と協働した安全・安心なまちづくりに資すること
を目的として、雨水貯留タンクの設置に対し補助金を交付する。

概  要

新宮町中央浄化センターの主要施設である管理棟、機械棟の
外壁に汚泥タイルを使用し、下水汚泥の有効利用を図る。

新宮町中央浄化センターでの処理水を隣接する都市公園内の
せせらぎ用水として有効利用することにより、良好な水辺空
間を創出する。

雨水流出抑制対策・雨水利用による水資源の有効活用に寄与
し、健全な水循環の構築を目的として市民意識の向上を図る
ため、雨水貯留タンクの設置に対し補助金を交付する.

市街地を貫流する筒川雨水幹線とこれに沿って隣接する公園
などの公共公益施設との一体的な景観整備を行い、せせらぎ
水路・植裁・遊歩道・四阿等を設置すると共に、雨水貯留機
能を確保する施設。
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福岡市 西部水処理センター Ｒ２単独公共

老朽化した既存焼却施設の更新に合わせ、民間ノウハウを活
用したDBO事業で下水汚泥固形燃料化施設を建設し、令和３
年２月より供用開始。下水汚泥をエネルギーとしても利用す
ることで、脱炭素社会へ貢献する。

新世代下水道
支援事業名

自治体名 種別 実施箇所
開始
年度

完了
年度

水環境創造事業
(水循環再生型)

久留米市 単独公共 筒川 H11 H19

水環境創造事業
(水循環再生型)

久留米市 単独公共 事業計画区域 Ｒ３ ―

ﾘｻｲｸﾙ推進事業
(再生資源活用型)

新宮町 単独公共
新宮町

中央浄化センター
H19 H21

水環境創造事業
(水循環再生型)

新宮町 単独公共
新宮町

中央浄化センター
H20 H21

水環境創造事業
(水循環再生型)

飯塚市 単独公共 事業計画区域 H24 H29

浸水被害の軽減に対する市民意識の向上及び啓発を図るとと
もに、市民と協働した安全・安心なまちづくりに資すること
を目的として、雨水貯留タンクの設置に対し補助金を交付する。

概  要

新宮町中央浄化センターの主要施設である管理棟、機械棟の
外壁に汚泥タイルを使用し、下水汚泥の有効利用を図る。

新宮町中央浄化センターでの処理水を隣接する都市公園内の
せせらぎ用水として有効利用することにより、良好な水辺空
間を創出する。

雨水流出抑制対策・雨水利用による水資源の有効活用に寄与
し、健全な水循環の構築を目的として市民意識の向上を図る
ため、雨水貯留タンクの設置に対し補助金を交付する.

市街地を貫流する筒川雨水幹線とこれに沿って隣接する公園
などの公共公益施設との一体的な景観整備を行い、せせらぎ
水路・植裁・遊歩道・四阿等を設置すると共に、雨水貯留機
能を確保する施設。

福岡市：西部水処理センター　下水汚泥固形燃料化施設

御笠川那珂川流域：御笠川浄化センター　下水汚泥固形燃料化施設
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令和４年度までの「広域化・共同化計画」策定を要請した。
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